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Ⅰ．序論
　2020年新型コロナウイルスの蔓延に伴い，2020

年における大学前期授業は大きな影響を受けた．厚
生労働省は新型コロナウイルス感染予防として，手
洗い・消毒の徹底や三密（密集，密接，密閉）の回
避を訴えている．よって，学生が集団で教室に集ま
る授業は三密と見なされ，実施するにあたりかなり
の制約が設けられた．また，スポーツ活動中はマス
クの着用が熱中症リスクを高めると報道され，ス
ポーツ現場では新型コロナウイルス感染予防対策と
熱中症対策が必要となった．水泳の現場では初期段
階にフィットネスジムにてクラスターが発生したこ
ともあり，水泳授業でも対策を講じる必要性があっ
た．
　水泳における授業を対象とした研究はこれまで
に，指導者としての研究，生徒主体の研究，生涯ス
ポーツとしての研究など様々な方面から行われてい
る．水泳は水という特殊な環境下で行われることも
あり，実際の動きを認識しづらい特徴がある．よっ
て，生徒や学生は動きの不鮮明さからイメージが作
りにくい．また，指導者も見本を見せている間は，
説明を加えることができない．一つ一つの動きの中
で重要な点を伝えづらい事もあげられるだろう．そ

こで先行研究では高橋ら（1985）が水中動作の映
像を提示して学習を進めることの有用性を指摘して
いる．また，仙石ら（2007・2009）は新しい学習
教材としてコンピュータを活用した学習支援
（Computer Assisted Instruction: 以下CAIと略す）
プログラムを開発し水泳における指導現場での有用
性について検討している．CAIプログラムは水中
動作映像などを用い水泳実技指導の直前に利用し，
当日学習する実技内容について支援情報を得ること
により，練習内容の把握や学習する泳動作に対する
イメージを獲得することで，明確な学習目標を設定
し，学習内容を深めることを目的としている．これ
らの研究より水泳の指導において，いかに視覚的情
報が重要であるかが分かる．よって，視覚的情報を
使い，分かりにくい，理解しにくい部分を解消し，
泳ぎのポイントを理解させることが，知識獲得や技
術向上に繋がると考えられる．
　平成 29・30年学習指導要領の中に主体的・対話
的で深い学びの視点から「何を学ぶか」だけでなく
「どのように学ぶか」も重視するとある．水泳にお
いてはバディシステムがよく用いられる．バディシ
ステムはお互いの安全を確かめながら水泳を行うの
に最適である．また，授業においてはコミュニケー
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日 4限は 14名（男子 13名，女子 1名）の合計
121名が本科目を履修した．

3. 本科のねらいと到達目標
　本科目の主なねらいは「水泳競技に含まれる 4

泳法の特性を理解し，基礎技術を習得する．また，
中・高等学校保健体育教員および一般水泳指導員と
して必要な実施計画の作成および実施担当能力の育
成を中心に，知識・技能の開発を図るだけでなく，
実践的なドリルやノウハウについて，仲間づくり
（教える，教えられる）を通して習得する．」ことで
ある．また，本科目の到達目標は「①水泳運動の特
性を知り，指導対象に合わせた指導方法を考え，実
践することができる．②溺れないためのサバイバル
水泳の知識と技能の習得を図ることができる．③水
と親しく，水泳が好きになるための指導や授業展開
方法を身に付けることができる．④応用・発展系と
して，様々な泳法と高度な技術を身に付け，伝える
ことができる．」の 4点である．

4. 授業内容と資料
　本科目のシラバスおよび指導内容は表 2に示す．
　1時間目より 7時間目までは，オンライン（zoom）
にて授業を行った．それぞれの時数にあった映像資
料を見せ，口頭で説明をしながら技能向上につなが
る知識を習得させるよう進めた．
　8時間目から火曜日は 11時間目，金曜日は 10

時間目までは対面授業となり，実際にプールを利用
し実技を行うことができた．対面授業第 1回目（全
体 8時間目）はサバイバルフローティング，対面
授業第 2回目（全体 9時間目）は背浮きのボディー
ポジション，対面授業第 3回目（全体 10時間目）

ションを取りながらお互いの泳ぎを確かめ合い，互
いに技術向上をはかることが可能である．よって，
今後は関わり合いを持ちながら，互いに学んでいく
ことが重要であると考えられる．
　以上のことを踏まえ，水泳の授業においてイメー
ジの獲得をスムーズに行い，互いに学び合いながら
知識獲得や技術向上をはかることが重要であると考
えられる．よって，本研究の目的はコロナ禍におけ
る対面水泳授業での視覚的教材の活用について検討
することである．

Ⅱ．授業デザイン
1. 本科目の位置付け
　対象授業の「専門実技（水泳）」は 1単位の選択
科目として設定されている．日本福祉大学　スポー
ツ科学部の教育課程編成・実施の方針（カリキュラ
ム・ポリシー）において，スポーツ科学を構成する
専門諸科学の知識や研究成果を学ぶ科目及びスポー
ツの実践力・指導力を養う演習・実習系科目を編成
する．また，スポーツの楽しさを体験的に理解する
ための科目，スポーツや運動の意味や価値について
理解するための科目，他者とスポーツを含む多様な
手段によって良好な関係を構築する力を身につける
ための科目を配置すると明記されている．したがっ
て，本科目は水泳の専門的知識及び泳力（技能）を
身に付け，仲間づくりを通して水泳を教え合う技術
の習得が求められる．

2. 受講生の属性及びクラス編成
　受講生の人数とクラス編成を表１に示す．
　火曜日 3限は 54名（男子 45名，女子 9名），金
曜日 3限は 53名（男子 34名，女子 19名），金曜

火曜日 3 限 金曜日 3 限 金曜日 4 限 合計 

男子 45 34 13 92 

女子 9 19 1 29 

合計 54 53 14 121 

(人) 

表１　受講生の人数とクラス編成
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時間 内容 

1 時間目 You Tube の視聴および水泳水中運動のカラクリとその指導 

2 時間目 背浮きのボディポジションについて 

3 時間目 背泳ぎのコンビネーションについて 

4 時間目 泳ぎの基本けのびについて 

5 時間目 クロールのストロークコレクションについて

6 時間目 ドルフィンクロールについて 

7 時間目 平泳ぎのキックについて 

8 時間目（対面授業） サバイバルフローティング

9 時間目（対面授業） 背浮きのボディポジション 

10 時間目（対面授業） 背泳ぎのコンビネーション 

11 時間目（対面授業） けのびとクロールのコンビネーション 

12 時間目 ドルフィンクロールとバタフライ入門 

13 時間目 平泳ぎについて 

14 時間目 巻き脚と水球について 

15 時間目 まとめ 

表 2　本科目のシラバスおよび指導内容

授業開始後，全体で授業の説明を行うが今回は以下
の視覚的教材を配布し，目視によって確認させた．
授業中は安全確保と学び合いを深めるため，バディ
システムを利用した．

は背泳ぎのコンビネーション，対面授業第 4回目
（全体 11時間目）はけのびとクロールのコンビネー
ションを行った．コロナ禍において，「密閉・密接・
密集」の 3密を避ける必要があり，従来であれば
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図１　第 1回目：サバイバルフローティング
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図 2　第 2回目：背浮きのボディーポジション
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図 3　第 3回目：背泳ぎのコンビネーション
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図 4　第 4回目：けのびとクロールのコンビネーション
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様，映像資料および口頭での説明を中心に行った．
以降はさらに，イメージを持って進められるよう対
面授業で利用した視覚的教材を配布した．資料を以
下に示す．

　各対面授業時間における要点を表 3にまとめた．

　火曜日は 12時間目，金曜日は 11時間目から最
終までは再びオンラインにて授業を行った．前半同

時限 要点 

第 1 回目サバイバルフローティング  壁、その場、床を蹴る状態でボビングを行

い、水中で鼻からしっかり吐くまたはとめ

ることを覚える

 床に足をつかない状態で、呼吸の仕方を

覚える

第 2 回目背浮きのボディーポジション  二人組で背浮きの姿勢を確認する

 1 人で背浮きができるようにする

第 3 回目背浮きのコンビネーション  スカーリングを覚える

 上向きのバタ足の基礎を覚える

 背浮きの状態での呼吸の仕方を覚える

 背浮きの状態で水をキャッチし、前進でき

るようにする

第 4 回目けのびとクロールのコンビネーション l けのびの姿勢を覚える

l 下向きのバタ足の基礎を覚える

l クロールの腕の掻き方を覚える

l ドリル練習を行い、肩から大きく回したクロ 

ールができるようにする 

表 3　各授業時間における要点
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図 5　第 5回目：ドルフィンクロールとバタフライ入門
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図 6　第 6回目：平泳ぎ（手の掻き，足の蹴り，タイミング）
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る・わかる・かかわるの視点で抽出し分析を行っ
た．抽出した各カテゴリーの主な記述例については
「絵（図表）があったことによる理解について」を
表 4，「わかる・できる・かかわる」を表 5に示す．
抽出結果は表 6および表 7に示す．

Ⅲ．視覚的教材活用の成果と考察
　本科目最終授業後の視覚的教材に関する感想を聞
き，その後，感想文分析を行った．分析視点として
1つ目は絵（図表）があったことによる理解につい
て，2つ目は体育授業の目標論を参考とし，でき

カテゴリー 記述例 

絵（図表）があったから理解できた 

 絵が分かり易く、イメージしやすかった

 絵も描いてあることで理解度が増した

絵や図に関するはっきりとした記載があり、それらが理解に繋

がったことが述べられているもの 

理解できた 

 とても分かりやすかった

 言葉で言われるより理解しやすかった

具体的に絵や図に関する記載はないが、理解できたことが伺

えるもの 

絵（図表）の修正希望 

 細かいところが見づらかった

 絵が少しわかりにくい部分があった

絵や図表に関して修正を希望する記載があるもの 

絵（図表）があったから理解できなかった 
絵や図表があったため、わかりにくかったという記載があるも

の 

その他 上記には該当しないもの 

カテゴリー 記述例 

できる 

 注意するポイントがわかりやすく、前よりうまく泳げた

 順を追って書いてあるため、スモールステップでいいと思った

泳ぎの上達に繋がる記載がされていたもの 

わかる 

 理解しやすかった

 メニューがあってよかった

「理解」「わかった」といったわかるに繋がる記載がされているもの 

かかわる 

 絵を見て二人組で確認し合えた

 バディと協力してすぐに取り組めた

人との関わり合いを表す言葉が記載されているもの 

その他 上記には該当しないもの 

表 4　「絵（図表）による理解について」の記述例

表 5　「できる・わかる・かかわる」の記述例
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絵（図表）があ

ったから理解で

きた 

理解できた 
絵（図表）の修

正希望 

絵（図表）があ

ったから理解で

きなかった 

その他 

火曜日 3 限 29 1 6 0 1 

金曜日 3 限 35 4 0 0 1 

金曜日 4 限 9 1 0 0 1

合計（人） 73 6 6 0 3 

割合 83.0％ 6.8％ 6.8％ 0％ 3.4％ 

 
できる 

わかる 

（認識学習） 

かかわる 

（社会的学習） 
その他 

火曜日 3 限 0 32 3 2 

金曜日 3 限 2 31 7 0 

金曜日 4 限 0 9 1 1 

合計（人） 2 72 11 3 

割合 2.3% 81.8% 12.5% 3.4% 

 

 

表 7．わかる・できる・かかわるにおける感想文分析 

著者名：坂口結子 

表 6　「絵（図表）による理解について」の感想文分析

表 7　「わかる・できる・かかわる」の感想文分析

たが，学生にとっては理解しやすいにものになった
のではないかと考えられる．また，感想文の中には
「口頭だけでは理解しにくい部分が，細かく書かれ
ていた」「見本だけよりイメージが作りやすい」と
いったコメントが見られ，普段，見本は見ているが
内容をきちんと理解できていないまま実践している
可能性が伺える．よって，視覚的教材を利用するこ
とが，学生の知識獲得や技術向上に貢献できるので
はないだろうか．さらに感想文中には「擬音をつ
かっていてイメージがしやすいと思った．」「キッ
クーや伸びーーーーるやトーンと書くことで自分は
わかりやすいなと思った．」といったコメントが
あった．今回は理解を深めるために擬音語を利用し
た．これまでに吉川（2013）はオノマトペを用い
ることで運動学習に関する「コツ」の獲得や「感覚
的」な理解が深まることが判明したと報告してい
る．また，スポーツオノマトペの長所として，言葉
では表せない複雑な動作内容や微妙なニュアンスも
簡単に説明できるとしている．今回はスポーツオノ

　「絵（図表）による理解について」の感想文分析
では，「絵があったから理解できた」は 83.0％と大
半を占める結果となった．感想としては，「実際に
それを口で言われただけでは分からないことが多
い．そこでメニュー表があることで理解できた」
「授業を行う際に，本時のメニューの説明は重要だ
と思うが，口頭だけでは上手く伝わらないことがあ
る．今回水泳の授業を受けて，事前の説明の際に，
絵のあるメニュー表を見ながら説明を受けたため，
泳ぎの形やポイント，その系統性が理解しやすかっ
た．」「先生のモデルの動きを思い出すのに使えた」
などがあった．これまでに高橋ら（1985）は学習
者に泳動作の水中映像を見せることにより，学習内
容を深めることができることを示しており，水泳に
おける CAIプログラムの有用性は高い，また仙石
ら（2006）はテキスト情報のみよりも動画情報を
利用しての情報提供を行った方が，泳法に関する発
見が多いことを明らかにしている．今回は動画情報
ではなく絵による図表を含む視覚的情報にとどまっ
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結びついていくと述べていることから，視覚的教材
を用いることによって，水泳授業における大切な技
術ポイントについて理解し，さらに「できる」「か
かわる」への一歩となったのではないかと考えられ
る．「かかわる」は全体の 12.5％を占め，「つまず
いたとしても見やすいイラストあったため，バディ
と協力してすぐに取り掛かることができた」「初心
者のバディもすぐ理解して実践し，分からなくても
メニュー表を使って少し説明をすることで理解して
くれたのでとても助かった．」といったコメントが
あった．これらのコメントは視覚的教材を利用する
ことによって，「関わり合い」が深まったことを示
していると考えられる．また，バディシステムを利
用して授業を進めたことによって，感想文では「実
際に二人組で確認し合えたので効率的に授業が行え
た．」「間違っていてもバディがいるのですぐ違いが
わかった．」といったコメントが見られた．小坂ら
（2014）が仲間との「かかわり」が技術習得に効果
的に作用していることを研究によって報告してい
る．よって，本科目においてもバディシステムの利
用によって「かかわり」がもたれ，技術向上の一助
となったのではないかと考えられる．
　全体を通しての感想として「絵のあるメニュー表
を使用することで授業の理解度が深まり，短時間で
の習得に繋がったことを実感したため，このメ
ニュー表の必要性を十分に感じた」また「将来自分
が実技指導を行う機会があったら，授業内容を目に
見える形で使用したいと思った」といったコメント
があった．これらは水泳のみならず他の実技科目に
おいても，視覚的教材を利用することがより学生に
とっても理解しやすい授業となるのではないかと考
えられる．

Ⅳ．総括
　本研究の目的はコロナ禍における対面水泳授業で
の視覚的教材の活用について検討することである．
感想文分析より以下のことが考察された．

1）図表を含む視覚的情報は、学生にとって授業
内容を理解しやすいものにする

2）視覚的教材にスポーツオノマトペを利用する

マトペを利用することにより，口頭での説明に時間
を使うことなく動作の理解を深めることができたと
考えられる．感想文分析において「絵の修正希望」
では，「絵や文字が少し小さい」「水滴や水がしみて
しまい少し読みづらい」などの指摘があった．これ
らについては，今後サイズを変更するまた濡れない
方法を考えるなど改善策を検討していきたい．
　次にできる・わかる・かかわるによる感想文分析
では，「できる」が 2.3％，「わかる」が 81.8％，
「かかわる」が 12.5％であった．「できる」の中に
は，「とてもわかりやすく順を追ってかいてあるの
でスモールステップでいいと思った．」「絵に沿って
実践することでどのような姿勢で泳ぐのか，また注
意ポイントなど分かり易く，前よりもうまく泳げる
ようになって良かった」といったコメントがあっ
た．小坂ら（2014）は視覚的教材の活用により教
師の言葉だけではなく，視覚的にも児童自身が判断
をすることができ，基礎・基本の技術の促進につな
がったと報告している．今回のように個別に視覚的
教材を渡すことによって口頭での説明を補い，より
学生がポイントを理解できると考えられる．また，
コロナ禍において対面授業での口頭説明が難し中，
視覚的教材の活用によって学生が「できるように
なった」と実感できたことは，スポーツ科学部の教
育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）
における体験的に理解するという目標を達成できて
いるのではないかと考えられる．「わかる」では
81.8％と大半を占める結果となった．感想文では
「実際に見ながらやることが出来ているか，できて
いないかを確認することができるため，プールでの
活用はよかった．」「メニュー表を使って練習するこ
とで，練習内容を整理しながら取り組むことができ
た．」といったコメントがあった．合屋（1997）は
体育・スポーツの指導においては，学習者が「でき
る」ようになると同時に「わかる」内容や方法を用
意すべきであると指摘している．また，岩田（2012）
は技術ポイントについて「わかる」ことが「明確な
目標」をもって練習に取り組む基底であり，「認識
の共有」をキーワードに「わかる」ことを通して仲
間との関わりが生まれ，これらが「できる」ことに
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バイオメカニクス学会誌，37（4）：215-220ことにより，口頭での説明に時間を使うこと
なく動作の理解を深めることができる

3）視覚的教材は口頭での説明を補い，より学生
がポイントを理解することができる

4）視覚的教材を利用することによって，「関わ
り合い」が深まった

　本研究では視覚的教材を利用することが，学生の
知識獲得や技術向上に貢献できることが示唆され
た。今後は水泳授業のより効果的な展開のために、
視覚的教材がどのような役割を果たすか、またどの
ような視覚的教材が有効であるかを検討してくこと
が必要となるだろう。
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